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ラリー」となり,こ の日本のレースは秋田県大

潟村において毎年行われている。第 2章以下で

はこの大潟村のレースの車輌規定とコースに合

わせて設計方法が記述されているので,以下に,

このレースの概略について述べる。このコース

は国際ソーラーカー連盟からソーラーカー競技

写真 1.1 秋田県大潟村の世界 ソーラーカー大会
(大潟村 (1995)よ り)

右端は八戸工業大学ソーラー愛好会チー

ム
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Abstract

This study is carried out in series of the project entitled“ Study on optilnization design of

po郡/er equipment ttrith the solar energy"、 ァ、アhiCh has received the inancial support of Hachinohe

lnstitute of Technology for three years frona 1994. In this study,、 ve shoⅥァthe theory of a solar

car,particularly,forces and electric po、 ver needed for running the solar car,and motor torque

of the solar car in the chapter 2_ Then,M′ e deal how to design the solar car in the chapter 3,and

sho、v a design method for the electric system of the solar electric vehicle in the chapter 4,and

discuss drag coefncients of the solar car in chapter 5
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第 1章 序   論

ソーラーカーを作って,走 らせる。それは,難

しくて,簡単である。難しいのは,何から始め

て良いのか最初は検討がつかないからであり,

それは,機械工学,電気工学,流体力学の知識
と製作のノーハウを必要とする総合的なものだ

からである。簡単なのは,作って,走 らせるだ

けなら,や る気になってその気になれば出来る

からである。どの程度のソーラーカーを製作の

目標にするかで必要な学問的な知識が異なる。

ここでは,競技用のソーラーカーの設計方法に
ついて述べる。

世界の三大レースといえば,オーストラリア

「ワールド・ ソーラー・チャレンジ」,ア メリカ

「サンレース」,日本「ワールド・ソーラーカー・
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